
1． は じ め に

システム開発の現場において，新規開発か既存システムの置き換えかに関わらず，外部シス

テムとの連携が必要なケースは非常に多い．ここでいう「外部システム」とは開発対象のシス

テムが独自に実装しない機能を持つ，既存の（あるいは同時期に開発中の）システムを指す．

システム連携は，外部システムの持つ機能を再利用することによって，開発コストを削減し機

能の重複を防止することが目的である．たとえ開発プロジェクトにおいて“システム連携”な

どといったキーワードが明示的に存在しない場合でも，システム連携が必要になってくる場合

が多く，開発者が考慮しなければならない領域である．

本稿では，システム連携の代表的な考え方である“EAI”や“BPM”，そこで必須となるシ

ステムの接続に対して現在最も注目が高いと思われる「Webサービス」，それらを実装するた

めの技術としての「.NET」をキーワードに，その考え方や適用箇所などを紹介する．2章で

はWebサービスとEAI・BPMについて，3章では .NETおよびその関連技術を用いた実現に

ついて紹介する．

2． システム連携とWebサービス

本章では，システム連携に関する様々なアプローチの紹介と，Webサービスの適用につい

て紹介する．ここで述べる内容は基本的には .NETテクノロジには依存しないが，一部説明の

都合上 .NETテクノロジに限っている部分もある．

2．1 接続のアプローチ

システムが連携するためにはまず，接続する必要がある．そのためにはシステムの「どこに

接続するのか」を決めなければならない．図 1は一般的な論理 3階層構造をもつ既存システム

の各層に対する代表的な手法を示している．もちろん全てのシステムが必ずしもこのような構
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要 約 近年，企業の持つ各種システムを柔軟に連携させ，開発を迅速化させるためのアーキ

テクチャとして，SOA（Service Oriented Architecture）が注目されており，その実現には，

WebサービスやBPM（Business Process Management）などに対する検討が重要になって

くる．本稿ではWebサービスによるシステム連携に対する考え方と，それをMicrosoft .NET

技術を利用して構築するための基礎的な知識を紹介する．

Abstract SOA（Service Oriented Architecture）is recently remarkable topic of system developers and the

information systems department of the company, for the purpose of flexible system integration and rapid

development. In this context, we must consider Web Services, BPM（Business Process Management），and

so on. This paper presents the basic concept of system integration with Web Services, and the realization

with the Microsoft .NET technology.
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図 1 システムの接続ポイント

造になっているとは限らないが，接続を検討している場所がどの層に相当するか，ある程度帰

着させて考えることができるだろう．

2．1．1 プレゼンテーション層における接続

プレゼンテーション層はユーザに対してデータ入出力機能を提供する．本来ならばユーザが

画面上でデータを入力し，出力されたデータを解釈することで業務を行うが，別のアプリケー

ションが入出力を代行することで，既存システムの機能を再利用するアプローチである．

このアプローチは既存システムに対して変更を加える必要がないというメリットがある．こ

のため変更を加えにくいレガシーシステムとの接続の際によく選択される．しかし，画面に出

力されるデータには業務データ以外にも色情報や位置といった表示用のデータも含まれてお

り，その中から必要な業務データのみを取り出すロジックを実装する必要があるため，非効率

的で開発生産性が低いというデメリットも持つ．

2．1．2 データ層における接続

データ層はデータを永続化して保存・管理する機能を担当する．既存システムが持つデータ

に対して直接アクセスすることで必要なデータを得ることができる．

このアプローチは非常に自由度が高く，既存システムに対する変更もそれほど大きくならな

い＊1 というメリットがある．しかし，本来既存システムのために設計されたデータを外部から

自由に変更できるという，カプセル化を破壊するアプローチでもあるため，慎重な設計が要求

される．最悪の場合はデータ破壊によって既存システムが動かなくなってしまうケースもあり

うる．

2．1．3 ビジネスロジック層における接続

ビジネスロジック層は業務で必要な機能を担当し，業務データに対する様々な処理を行う．

具体的には下記のような技術を利用する．

A） DCOM, CORBAといった分散オブジェクト技術

B） MSMQ, MQ Series などのメッセージングミドルウェア

C） Webサービス

このアプローチでは本来システムが提供している機能（インタフェース）を純粋に利用でき

るため，プレゼンテーション層やデータ層における接続の際に発生するような問題点が発生し

にくい．しかし下記のような別の問題が発生することが考えられる．

�システムを開発した段階では外部から接続されることを想定した設計になっていないこ
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図 2 Webサービスプロバイダとコンシューマ

とが多いため，適切な粒度の機能がない場合がある

�テクノロジへの依存性が強く，接続するシステム同士の実装テクノロジが異なるケース
では，そもそも接続できないケースもありうる．

前者の問題についてはシステム設計方針の問題であるため技術で解決できる問題ではない．

後者の問題についてはC）の選択肢を選ぶことである程度回避できる．

2．2 Webサービスによる接続

前節でとりあげた様々なアプローチから，主にWebサービスを取り上げて紹介する．

2．2．1 システム連携におけるWebサービスのメリット

Webサービスは，そのインタフェースがWSDL（Web Service Definition Language）とい

う言語で記述され，SOAPの仕様に則ったメッセージを相互にやり取りすることで実現され

る．これらは多数のベンダにサポートされた業界標準仕様であり，XMLによって記述される

文書であるためテクノロジに依存しない．また，現在様々なベンダがWebサービスに対応し

た製品を発売していることも重要である．Webサービスの持つこれらの特徴から，その最た

るメリットは相互運用性であると言える．つまり異種テクノロジ間の相互作用が必要となるシ

ステム連携において，Webサービスは現在最も妥当な選択肢であるといえるだろう．

しかし標準“仕様”であるから実装は各ベンダが提供しており，各ベンダの仕様に対する解

釈の差によって，標準であるにもかかわらず相性問題が発生しうる．このためWebサービス

仕様の明確化と曖昧さの排除のためにWS―I（Web Services Interoperability Organization）

が設立されている．

2．2．2 Webサービスを適用したシステム

前述のように，Webサービスで接続するための場所はビジネスロジック層であり，これは

Webサービスを提供する側（プロバイダ）となる．一方で，利用する側（コンシューマ）は，

ビジネスロジック層にアクセスする可能性があるプレゼンテーション層（図 2左）もしくは同

じくビジネスロジック層（図 2右）である．

前者は様々なシステムの機能をひとつのユーザインタフェースに統合したポータルの形態で

ある．後者はサーバサイドにおいて外部システムの機能の一部を利用する形態である．
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図 3 Webサービスの構造

2．2．3 Webサービスの構造

Webサービス自体は多くの場合HTTPプロトコルを利用した SOAPメッセージのやり取り

なので，TCP／IP プロトコルとテキスト（XML）の処理に対応するテクノロジであればWeb

サービスとして接続できる．しかし自力でWebサービスに対応するのは非常にコストのかか

る作業なので，通常の業務システム開発であればWebサービスに対応した製品を利用するこ

とになる．多くの場合，Webサービスを実現する要素は図 3のような構造になっている．

サービスインタフェースはWebサービスが持つ機能を外部に公開し，内部の実装と結びつ

ける役割を担う．サービスプロキシは公開された機能を呼び出すロジックを隠蔽する．この二

つは共に，SOAPメッセージの生成と解釈，HTTPプロトコルによる通信といった，Webサ

ービスにおいて必要な低レベルの実装を隠蔽する．こうすることで，コンシューマやプロバイ

ダにはWebサービスによる接続であることを意識させない実装が可能になる．

オブジェクト指向プログラミングにおいて参照関係のある二つのオブジェクトでも同じこと

だが，サービスインタフェースがあって初めてサービスプロキシが設計できる．注意しなけれ

ばならないのは，Webサービスはシステム間を接続するために採用されているということで

ある．Webサービスに限らず，システムが接続するインタフェースは外部のシステムとメッ

セージをやり取りする方法に対する契約であり，インタフェースを変更すれば接続できなくな

るのが普通である．このためインタフェースの設計には十分な注意を払い，一度決定したら変

更しないことを前提に開発を進める必要がある．

2．2．4 Webサービスに非対応なシステムとの接続

根本的な問題だが，既存システムはWebサービスとして機能を公開してないケースが普通

である．既存システムの開発時期が古ければWebサービスという技術自体が存在しないため

対応しているはずがない．また，最近開発されたシステムであっても，設計当時に外部にWeb

サービスを提供する理由がなければWebサービスを提供するはずがない．こういったケース

には次のようなアプローチが考えられる．なお前提として，既存システムはWebサービスで

はないが外部からアクセスできる何らかのインタフェースを提供しているものとする．

Webサービスによるラッピング

まず最も簡単なアプローチが，既存システムの持つ機能を呼び出すWebサービスを実装

し，公開する方法である．既存システムのテクノロジと親和性が高く，かつWebサービス

の作成が容易な技術を利用してWebサービスを手作りすればよい＊2．こうすることで外部

システムは既存システムのもつ機能を利用できる．また接続部分が既存システム実装に依存
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図 4 ハブ＆スポークアーキテクチャと論理接続数

しないため，既存システムの入れ替えが発生した場合にも対応可能となる．

ただし，Webサービス実装・公開が困難なケース，例えばメインフレームのようなWeb

サービスを公開できる基盤を持たないようなケースでは，接続を集計するサーバが必要とな

るなどの問題が発生する場合がある．このようなケースでは後述のようなEAI,BPMの適用

を検討すると良いだろう．

EAI（Enterprise Application Integration），BPM（Business Process Management）の利用

EAI と銘打った製品は多数存在し，その機能に差があるが，基本的にはN対Nのシステ

ム連携を実現するためのシステム基盤を構築することを目的としている．主要なメインフレ

ーム，パッケージシステム，標準的なプロトコルなどと接続するための実装をあらかじめ備

えているか，あるいは接続部分が拡張可能であったり，オプションとして購入することがで

きたりする．EAI 製品はシステム群の中心として捉えられ，そこから放射状にEAI 製品と

各システムが接続する“ハブ＆スポーク”と呼ばれるアーキテクチャを構成する（図 4）．

EAI 製品はデータ連携の容易な実装と効率的な実現に焦点を当てており，処理を中継す

るブローカー的な役割を担っている．しかしその中心的な位置づけは，業務システムとそれ

らが提供する機能を統合・制御・自動化する役割を担うのに最適である．このように複数の

業務システムの機能を柔軟に組み合わせることで業務プロセスの最適化に焦点を当てたもの

がBPM製品である＊3.

こういった製品を利用することで，多数のシステム連携が迅速に実現でき，柔軟性を維持

することが可能である．また製品の性格上，現在提供されているようなEAI・BPM製品は

Webサービスに対応していることがほとんどであり，新規システムとの接続も容易である．

2．2．5 EAI・BPM適用の補足・留意事項

前項では説明の都合上EAI や BPMといったキーワードを製品として扱っているが，これ

らは本来，システム連携を実現するために検討すべき項目やアーキテクチャなどを包含した概

念である．これまで多数の開発者が様々な問題に直面し，その対策として考案されてきたもの

がこれらのキーワードに集約されていると考える．つまり“システム連携を実現すること”と

“EAI や BPMと銘打った製品を導入すること”はイコールではない．これらの製品を導入す

ることによるメリット・デメリットのトレードオフを十分に検討した上で適用して欲しい．簡
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表 1 EAI・BPM製品のメリット・デメリット

＊図 4 のとおり接続数は指数関数的に増大する．多数の多様な接続が存在し絡み合ってしまうことで，
管理が困難な状態をスパゲッティ状態などと呼ぶ．

表 2 ASP.NET Webサービス開発のアプローチ

＊コマンドラインツール「XSD.exe」を利用する
＊＊コマンドラインツール「WSDL.exe」を利用する

単ではあるが筆者の考えるメリット・デメリットを表 1にまとめた．

2．3 Webサービス設計方針

ここではWebサービスの設計上，考慮する必要のあるいくつかのトピックを紹介する．

2．3．1 インタフェースの決定

Webサービス開発においてインタフェースの決定が重要であることを述べたが，ここでは

Webサービスのインタフェースを開発するに当たって，どこから着手するかについて記述す

る．ここではASP.NET Web サービスの開発に焦点をしぼり，代表的なアプローチを表 2に

紹介する．

三つのアプローチは一長一短だが，システム開発の状況に応じて適切なアプローチを選択す

ればよい．例えば以下のようになる．

�コンシューマがWindows フォームを利用したスマートクライアントである
プロバイダと同じテクノロジ（．NET Framework）をベースとしており，異種テクノ

ロジとの相互運用性が必要ないのであれば，DataSet など．NET Framework のクラス

ライブラリやVisual Studio .NETの機能がフル活用できるAのアプローチ

�Webサービスによる新規の接続
システムとしての再利用性やテクノロジ間の相互運用性を考慮する場合には，業務要求

から設計に落とし易く，各システムの実装テクノロジに依存しないXMLから設計する

Bのアプローチ
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図 5 Webサービスの非同期接続パターン

�同じインタフェースを持つ複数のWebサービスを開発する
既存のWebサービスとの入れ替えや，交換可能なWebサービス群を開発する場合な

ど，同一のWSDLを持つWebサービスを開発する場合には，インタフェースに誤差

が生じないCのアプローチ

最終的にはどのアプローチもAに帰着することで，その後の開発手順に差異はない．サー

ビスを提供するクラスが出来上がってしまえばいくつかの設定を行ったうえで公開すればよ

い．Visual Studio .NETを利用することで，これらの設定をある程度自動化できる．

2．3．2 Webサービスのパターン

Webサービスは SOAPメッセージをHTTP上でやり取りすることで実現されている．その

基本モデルは以下のように分類できる．

�Request―Response の組み合わせによる同期モデル
�Request のみの非同期メッセージングモデル

前者は，Webサービスコンシューマが作成した処理要求メッセージ（Request）と，それに

対するWebサービスプロバイダでの処理応答メッセージ（Response）の組み合わせのモデル

であり，後者は処理応答を期待しないモデルである．

しかしこの単純な通信モデルでは現実的ではない場合がある．具体的にはRequest から Re-

sponse までの時間が保障できないようなケース＊4 である．処理結果が得られない，リクエス

トの到達保障が得られないなどの理由から，上記の単純な非同期メッセージングモデルで解決

できるわけではない．この解決策として図 5のような 3パターンのWebサービス接続が考え

られる．

A）コンシューマ側非同期パターン

最も手軽に実現できる手法であり，コンシューマ側でWebサービスのリクエストと

レスポンスを非同期化することで，その間に別の処理の実行を可能にする．マルチスレ

ッドプログラミングと同等の考慮が必要になる．

B） Request―Polling パターン

初回のリクエスト時にプロバイダは業務処理を実行せずに要求を受信した確認通知

（Ack）を返し，その後業務処理を実行する．一方コンシューマは処理がどこまで進ん

でいるのかを確認するためのメッセージを送信し，プロバイダは処理状況や処理結果を
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返す．コンシューマはプロバイダ側の処理が終わっているか否か把握できないので，処

理状況要求は随時送信し，プロバイダは随時それを受け付けられる必要がある．

C） Request―Reply パターン

初回のリクエスト時にプロバイダは業務処理を実行せずに要求を受信した確認通知

（Ack）を返し，その後業務処理を実行する．業務処理の終了後，要求元に関して結果

の通知を返す手法である．このケースでは双方がコンシューマかつプロバイダとなる．

これらの 3パターンをどのような局面で適用するかについて，代表的なケースを以下に紹介

する．

ユーザインタフェースにおけるパターンの適用

ユーザインタフェースを実行するのはユーザの PCであり，そこでWebサービスプロバ

イダを起動すること（パターンC）は現実的ではないため考慮しない．パターンAは，処

理時間が数秒から 1,2 分のオーダーの処理をバックグラウンドで実行するケースが考えられ

る．パターンBは，処理時間が数時間から数日のオーダーで，ユーザインタフェースの起

動中に処理の終了が保証できないようなケースが考えられる．

サーバサイドビジネスロジックにおけるパターンの適用

パターンAは最終的には処理が終了するまでコンシューマが結果を待つ必要がある．つ

まり処理が長時間に及んだ場合には待ち状態になり最終的にはサーバリソースをロックして

しまうため，数秒程度のオーダー処理を複数並行に実行するケースが考えられる．パターン

Bは繰り返し処理状況要求を実行するための仕組みを実装する必要があり，また繰り返し間

隔のチューニングも必要である．パターンCは SOAPメッセージングも必要最小限の回数

で抑えられ，プロバイダ兼コンシューマとなる実装も現実的である．

パターンB・Cは長期間実行されるプロセスの状態を保持する必要があるため特殊な作り

こみが必要になる．しかし一般的なBPM機能をもった製品であれば，こういった長期間実

行されるビジネスプロセスを実現する為のフレームワークを提供している．このことからサ

ーバサイドのシステム同士が連携する場合には，BPM製品の導入を考慮すべきだと考える．

2．3．3 EAI・BPMを適用したシステム連携とWebサービスの位置づけ

2.2.1 項ではシステム間の接続にWebサービスを採用することのメリットを，2.2.2 項ではシ

ステムにおけるWebサービスの適用箇所を，2.2.3 項ではWebサービスのパターンとその対

象箇所について，2.2.4, 2.2.5 項では EAI や BPMの適用について検討した．これらの検討から，

BPMの概念やWebサービスを適用したシステムの構造は図 6のようになる．

図 6では各システムが自らのもつ機能をサービスとして外部に提供し，それらが全体として

協調動作することでひとつの大きな業務システムを構成している．図 4と異なる点はユーザイ

ンタフェースが登場している点，ビジネスプロセスを管理・実行するエンジンが登場している

点である．

ユーザインタフェースはシステムの利用者が必要とする業務機能を実際に提供し，高い利便

性や応答性が要求される．またユーザインタフェースが提供する機能＊5 によっては単一のシス

テムだけで実現しうることも十分ありうる．このため図 6ではユーザインタフェースはビジネ
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スプロセスエンジンだけではなく直接システムとの接続も含んでいる．ビジネスプロセスエン

ジンは各システムの持つ機能を利用・協調動作させることで様々な業務プロセスを実現する．

あるシステム（あるいはユーザインタフェース）から受け取ったメッセージを確実に別のシス

テムに届ける必要があるため，信頼性の高いメッセージング機構が必要となる．

Webサービスの位置づけ

図 6においてWebサービスの適用箇所はユーザインタフェース，各システム，ビジネス

プロセスエンジンといった各要素を接続する矢印の部分となる．このように複数のシステム

が連携する場合，各要素の実装が単一のテクノロジによって統一され，また今後もそれが継

続されることは非常に考えにくい．このためWebサービスの持つ相互運用性が大きなメリ

ットをもたらす．しかしすべての接続がWebサービスである必要はない．例えば既存シス

テムがメッセージングミドルウェアを利用した他システム連携を既に実現している場合であ

る．BPM製品を適用しているならば，既に動いているインタフェースを無理にWebサー

ビス化せずに，既存のインタフェースをそのまま利用すればよい．接続にWebサービスを

用いるか，別のテクノロジを利用するかについては，そのテクノロジが要求を満たすかどう

か十分に検討して欲しい．

3． .NET技術を利用したシステム連携

本章では，前章で検討したシステム連携を実現するために利用できる．NET関連テクノロジ，

主にWebサービス，BizTalk Server 2004 を紹介する．

3．1 ASP.NETによるWebサービスプロバイダ開発

．NET Framework を利用したシステム開発においてはASP.NETでWebサービスを提供

することが基本となる．後述のBizTalk Server 2004 においても，実際にはASP.NETの機能

を利用してWebサービスを構築することになるので，これが全ての基本となる．

図 6 BPM＊によるシステム連携

＊BPMは EAI のより進化した形であると考えられるため，ここではBPMとして記述している．

38（38）



図 7 ASP.NETアーキテクチャとWebサービスの概要

3．1．1 ASP.NETアーキテクチャとWebサービス

ASP.NET上で動作するWebサービスの動作の仕組みは図 7のようになり，その大まかな

手順は下記のようになる．

1） Webサービスコンシューマ・アプリケーションがプロキシクラスに対して処理要求を行

う．

2） プロキシクラスは処理要求を SOAPメッセージの形に変換し，HTTPプロトコルを利

用してWebサービスプロバイダに送信する．

3） Webサービスプロバイダ側の IIS（Internet Information Service）が HTTPリクエス

トを受信し，ASP.NETワーカプロセスに転送する．

4） ASP.NETワーカプロセスはリクエストの内容を元に該当するWebサービスを実行す

る．

Webサービスの動作

Webサービスの実行ファイル＊6 自体はテキストファイルであるため，特殊なツール等がな

くともテキストエディタで開発することが可能であり，いくつかの設定（仮想ディレクトリ設

定とアプリケーション構成）をすればWebサービスを公開することができる．二つの 64 ビ

ット浮動少数点数の足し算（Add）のサービスを提供する簡単なWebサービスプロバイダと，

それを利用するコンシューマを構築し，実際にやり取りされたHTTPプロトコルの内容をキ

ャプチャしたものが表 3である．

表 3のとおり実際にやり取りされているのは SOAP形式を持ったXMLフォーマットのデ

ータである．SOAPメッセージ全体はエンベロープ（封筒）と呼ばれるルートノードの下に，

ヘッダー＊7 とボディの二つのノードが存在する構造になっている．ボディには業務データその

ものや処理内容が，ヘッダーには SOAPの拡張要素が含まれ，SOAPメッセージ全体で自己

記述的な構造をとっている．

Webサービス自体はこのような標準の技術を用いて構築されているため，実装テクノロジ

に依存していないことがわかる．また，Webサービスの仕様は上記のようにシンプルであり，

SOAPヘッダーによる拡張性も考慮されている．しかしそれらを各ベンダやソリューション

ごとに独自に実装していては，Webサービスのメリットである相互運用性が満たせなくなり，

従来のテクノロジと同様の問題が発生してしまうため，OASIS などの標準団体で様々な拡張

仕様が検討されている．

.NET技術を利用したシステム連携 （39）39



3．1．2 Webサービスのセキュリティ

Webサービスの抱える代表的な問題がセキュリティである．上記のとおりHTTPプロトコ

ルによって実際の通信を実現することから，通常のWebアプリケーションと似たような問題

が当然発生する．まず認証の仕組みを持たないためコンシューマの特定ができず，アクセス制

御が必要となるような業務機能が公開できない．また，表 3で見られるように通信はテキスト

であるため，個人情報などの重要な業務データが漏洩する危険性が高い．さらに通信経路にお

いてメッセージが改竄されても検知できないといった問題もある．これらの問題に対応するた

め，WS―Security という SOAPの拡張仕様が提唱されている．WS―Security には SOAPメッ

セージに対する認証データの付与，暗号化，デジタル署名といった仕様が定義されている．

Windows&ASP.NET Webサービスにおけるセキュリティ機構

WS―Security だけが問題に対応するための唯一の解ではなく，これ以外の仕組みも様々

存在する．WS―Security の機能で過不足があるような場合にはそれらの方針も検討すべき

である．図 7のような構造をもったWindows&ASP.NETによるWebサービスはいくつか

のセキュリティを提供する仕組みを持つ．その仕組みは図 8のようなレイヤ構造になってお

り，各階層において様々なセキュリティの仕組みが提供されている．

表 3 Webサービスの通信内容（抜粋）
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各レイヤにおけるセキュリティの仕組みは以下のようになる．

�Ethernet
最も原始的な方法だが確実でもある．Webサービスに対して物理的にアクセスでき

ないようにネットワークを構築する．

�TCP／IP
IPSec を利用して通信プロトコルレベルでの暗号化を実現する．

�HTTP（1）
IIS の機能を利用する．認証の仕組みとしてWindows 統合認証，基本認証，ダイジ

ェスト認証，匿名認証などが利用できる．

�HTTP（2）
IIS に加えて PKI の仕組みを利用する．サーバ証明書を用いた SSL暗号化，クライ

アント証明書を利用した証明書認証が利用できる．

�SOAP（1）
WS―Security 仕様のMicrosoft 実装であるWeb Service Enhancement（WSE）を利

用する．標準仕様をベースにしているため相互運用性が期待できる．

�SOAP（2），Webサービスレベル
SOAPヘッダーもしくはボディに認証の仕組みを独自に組み込む．

これからわかるように上位レイヤになるほど自由度が高くなる反面，開発コストは大きくな

る．万能な仕組みというものが存在しないため，要求される内容や各種仕組みの持つ技術的制

約などに応じて，適切に選択し組み合わせる必要がある．

Windows&ASP.NET Webサービスにおけるセキュリティストラテジ

図 8に示される仕組みの組み合わせは複数あるが，その中には無駄な組み合わせというも

のも存在する．極端な例だが，クロスケーブルで直結されたマシン同士のWebサービスに

WS―Security による認証や SSLの暗号化が必要だろうか．また独自実装は開発コストの面

からお勧めできない．現実的な組み合わせはいくつかにしぼられるので，代表的な例を表 4

に紹介する．

3．2 Webサービスコンシューマの開発

WebサービスコンシューマがWebサービスプロバイダに対して表 3のような SOAPメッ

図 8 Webサービスの仕様と実装とセキュリティ機能
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表 5ユーザインタフェースの種類と特徴

セージングを実行することでWebサービスによる接続が成立する．本節ではコンシューマ開

発の方法を紹介する．

3．2．1 .NET Frameworkテクノロジの利用

図 7図 3に示されるように，コンシューマ側はプロバイダのプロキシを作成することで，提

供されるサービスを利用する．．NET開発におけるプロキシの作成方法は以下の 2種類である

が，基本的にはA）の方が操作も管理も容易である．どちらを利用してもプロキシクラスが

作成され，全ての．NETアプリケーションから利用可能である．

A） Visual Studio .NETの「Web参照の追加」

ウィザードに従ってWSDLを指定すればプロキシクラスが作成され利用可能になる．

B） コマンドラインツール「WSDL.exe」

処理自体は上記の「Web参照の追加」とほぼ同様であるが，より柔軟なオプションが指

定できる．

3．2．2 その他のMicrosoftテクノロジの利用

.NET Framework 以外のユーザインタフェースにおけるMicrosoft テクノロジの代表はMi-

crosoft Office 製品であり，その選択肢は表 5のようになる．

このようなリッチクライアントテクノロジを選択した場合には，ユーザインタフェースの実

行に何らかのソフトウェアのインストールが必要になるので，管理や配布のコストを考慮して

選択する必要がある．

3．3 BizTalk Server 2004におけるWebサービス

Microsoft が提供するシステム連携製品がBizTalk Server である．本節ではBizTalk Server

2004 におけるWebサービスの位置づけについて紹介する．BizTalk Server 2004 における具

表 4 Webサービスのセキュリティストラテジ
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図 9 BizTalk Server 2004によるシステム連携フレームワーク

表 6 BizTalk Server 2004の主要な構成モジュール

体的な開発については紙面の都合上紹介しきれないため，簡単な紹介に止める．

3．3．1 BizTalk Server 2004概要

二つのシステムとBizTalk Server 2004 によるシステム連携の概要図は図 9のようになる．

図中の破線は各システム固有の仕様によるメッセージング，実線はBizTalk Server 2004 内

部でのXMLメッセージングである．図中に表れる各モジュールは表 6のような役割を担う．

3．3．2 BizTalk Server 2004によるシステム連携の開発

BizTalk Server 2004 の開発環境はVisual Studio .NETに統合されており，．NET技術者に

は馴染みの開発環境を利用した開発が可能である．以下にVisual Studio .NET上で利用でき
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る代表的なBizTalk Server 2004 の開発ツールを紹介する．

�XMLスキーマをグラフィカルに開発する“BizTalk エディタ”
�あるXMLメッセージを別のスキーマを持つXMLに変換するマップをグラフィカルに
開発する“BizTalk マッパー”

�受信，送信，変換，条件分岐といった“シェイプ”と呼ばれる様々な図形を配置・組み
合わせることで，グラフィカルにビジネスプロセスを開発する“オーケストレーション

デザイナ”

�受信ポートや送信ポートの作成を行う“BizTalk エクスプローラ”
�パイプラインの各ステージで行う処理をグラフィカルに配置して組み合わせ，カスタム
パイプラインを作成する“パイプラインエディタ”

�オーケストレーションをWebサービスとして公開する“Webサービス公開ウィザード”
�外部WebサービスのWSDLを読み込んで，接続に必要なXMLメッセージのスキーマ
を生成する“Web参照の追加”

BizTalk Server 2004におけるWebサービスの位置づけ

BizTalk Server 2004 はオーケストレーションをWebサービスとして公開する（プロ

バイダ）ことも，オーケストレーションからWebサービスを利用する（コンシューマ）

ことも可能であり，どちらもウィザード形式で操作を行う．BizTalk Server 2004 におい

て，Webサービスは外部システムとの接続方法の 1種（図 9の点線部分に相当）という

位置づけであり，SOAPアダプタによって実現されている．これ以外にも標準で用意さ

れたアダプタや，サードパーティ製のアダプタ，あるいは独自に開発したアダプタを利用

して各種の業務システムと接続可能である．このため必ずしも接続がWebサービスであ

る必要はなく，既存の業務システムが持つインタフェースと最も親和性の高いアダプタを

購入するか，場合によっては自作して接続すればよい．

ASP.NET Webサービスとの比較

BizTalk Server 2004 はその実行基盤に．NET Framework を採用しており，最終的に作

成されたWebサービスはASP.NETフレームワーク上で動作する＊8．このため実行レベル

では本質的な差異はないが，その開発の進め方が大きく異なる．

表 2に示されるように，ASP.NETそのものを利用したWebサービスの開発は，クラス

やXMLの作成から始まり，その処理の実装（コーディング）までが“テキストベース”で

進められる．つまりXMLスキーマ，WSDL, C＃（あるいはVB.NET）などといった技術

的な専門知識が要求される．

一方で，BizTalk Server 2004 を利用した場合，XMLスキーマの開発や，その内部処理

（オーケストレーション，マップ等）の多くがグラフィカルに進められる．専門知識の不足

をツールでサポートし，開発の敷居を下げることが可能である．このようにして開発コスト

を下げることで，開発者はビジネスプロセスの設計・改善などといった，どちらかというと

業務知識が要求される作業に注力することが可能である．また技術的な専門知識をもたない

業務アナリストでも，ビジネスプロセス（オーケストレーション）やメッセージ構造（XML

スキーマ）が可視化されるため，実装に対するある程度の理解が可能となり，業務アナリス
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図 10 .NET技術で実現するシステム連携

トと開発者のギャップを埋める一助となるだろう．

3．3．3 ASP.NETか BizTalk Server 2004か

Webサービスに限った話ではないが，BizTalk Server 2004 は以下のような処理をフレーム

ワーク的に実現している．

�受信送信を構成するモジュールの分割
�メッセージを永続化することによる，メッセージングの信頼性向上
�オーケストレーションの永続化による状態保持
�処理のトラッキング，等

一般的にBizTalk Server 2004 で実行されるWebサービスは，ASP.NETそのものを利用し

て開発されたWebサービスに比べて，上記のようなリカバリ対応などの多くの処理を実施し

ているためオーバーヘッドが大きい．もちろんこれらの処理を自力実装することは非常にコス

トが高いので，BizTalk Server 2004 は状況を見極めての導入が必要となる．

ASP.NETは粒度が細かく，ビジネスプロセスを構成する細かい業務処理を実装するのに適

していると言えるだろう．細かい業務処理のパフォーマンスが悪くてはビジネスプロセス全体

に悪影響を与える．また開発者にとって細かい業務処理は，C＃やVB.NETといったプログラ

ミング言語が最も表現しやすいと考える．

BizTalk Server 2004 はより粒度が大きく，長期間実行されるようなビジネスプロセスの実

行に適しているといえるだろう．このような場合には，図 6に示されるようなアーキテクチャ

が必要になってくるため，図 9に示されるようなフレームワークが提供されることは大きなメ

リットとなる．

3．4 .NET技術を利用したシステム連携

2.3.3 項で紹介したシステム連携のアーキテクチャと，本章で紹介してきた．NET関連技術

をマッピングすると図 10 のようになる．このように．NET関連技術のみを利用しても，シス

テム連携のほぼ全てを実装することは可能である．
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図 10 はこれまで紹介してきたシステム連携の構造と．NET技術の対応について，その全て

ではないが総まとめしたものである．しかし「．NETでシステム連携を実現」といった場合に，

「必ずしもこうしなければならない」といったものではないことは注意していただきたい．2

章で示したように，この構造にはメリットとデメリットがあり，さまざまな検討事項に対する

トレードオフの上で成り立つべきものである．システム連携を検討する場合には，システムに

対する要求と，それを満たすためのアーキテクチャに対する十分な検討をお願いしたい．また，

Webサービス以外，．NET以外，BizTalk Server 2004 以外の技術や製品も存在し，考慮しな

ければならないことを常に意識しておいてほしい．

4． お わ り に

本稿では，2章でシステム連携に対する検討の指針を，3章ではシステム連携における．NET

関連技術の適用を，主にWebサービスに焦点をおいて紹介してきた．しかし，ある企業のシ

ステムが全て．NET技術で構築されているケースは非常に稀であり，その全ての接続がWeb

サービスでなければならない理由はない．．NET Framework だけで実現できるシステム接続

に限っても，その接続方法にはRemoting,MSMQ,HTTP,Socket など様々な選択肢があり，ど

れが良い・悪いという評価は状況に応じてすべきであり，技術だけを根拠に優劣はつけられな

い．また，BizTalk Server 2004 以外にも EAI 製品は多数存在し，これも優劣がつけがたい．

システム連携に限った話ではないが，実装技術以外にも，企業のポリシー，予算，開発・運用

のコスト，開発者のスキル，政治的制約など様々な変数を考慮した上で，システムの最適な姿

をデザインし，適切なテクノロジやアーキテクチャを選択するべきである．

問題となるのは，目先の課題だけに焦点を当てて局所最適解を求めてしまうことである．シ

ステム連携を細かく分割していけば最終的には 1対 1の接続に帰着される．こうすることで複

雑に見える問題を簡略化することができる．しかし，その寄せ集めがシステム連携における「ス

パゲッティ」状態を作り出し，結果的には管理コストの増大や保守性の低下につながってしま

う．これは「最適」を評価するための指標を「開発の容易さ」においてしまった例であり，こ

れが企業システム全体の最適な姿と一致しないことが問題である．

システム全体の最適な姿とはどんなものか，全体最適な解にたどり着くためにはどうするべ

きか．そのために考案され，議論されているのがEA（Enterprise Architecture）や SOA（Serv-

ice Oriented Architecture）であり，本稿がそれらのアーキテクチャを元にしたシステム開発

の一助となれば幸いである．

＊ 1 例えば RDBMSを共有してしまうと，既存システムはまったく変更する必要がない．
＊ 2 例えばWindows の COMアプリケーションがある場合には，．NET Framework の機能を

利用して，内部的にはCOMを呼び出し，外部に対してはASP.NETでWebサービスを公
開する．

＊ 3 ここでは EAI 製品と BPM製品を区別しているが現実にはその境界線は曖昧である．製品
導入の際には必要な仕様を満たしているかを十分に検討していただきたい．

＊ 4 プロバイダ側での処理に非常に時間がかかる，通信速度の遅い回線を使用しているなど
＊ 5 マスタデータのメンテナンス画面などが考えられる．
＊ 6 ASP.NETの既定の状態では拡張子 asmxのファイルがWebサービスに関連付けられる．こ

こで言う実行ファイルとはエンドポイントとなる asmxファイルとそれが利用するアセンブ
リを指す．

＊ 7 シンプルなWebサービスを構築したため SOAPヘッダーを利用しておらず，本来はキャプ
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チャ内容に含まれていないが，ここでは参考のために位置だけを示しておく．
＊ 8 オーケストレーションは．NETのアセンブリにコンパイルされ，Webサービス公開ウィザー

ドはオーケストレーションを呼び出すためのロジックを持ったASP.NET Web サービスを
作成する．
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